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看護研究関連書

●B5　頁320　2015年　定価:本体3,700円+税　[ISBN978-4-260-02203-3]

豊富な研究・研究指導の経験をもとに、指導の要所を明らかにし、研究指導の方法論の体系化を試みる。研究者・指導者がつま
ずきやすい点に、実践的な指導のコツも伝授。

舟島なをみ

研究指導方法論　看護基礎・卒後・継続教育への適用

●A5　頁132　2015年　定価：本体1,800円+税　[ISBN978-4-260-02405-1]

研究の準備からまとめ・発表まで、質的研究の過程から厳選した26の要素を解説することで、質的研究への入り口を
広げ、抵抗感なく実践へつなげる、質的研究の入門書。

中嶌　洋

初学者のための質的研究26の教え

●四六判　頁148　2015年　定価:本体 2,000円+税　[ISBN978-4-260-02470-9]

混合研究法入門　質と量による統合のアート

すぐれた論文作成をめざして

質的研究と量的研究という区分を超える第三の流れとして、看護界で注目されている混合研究法。本書は日本語による
初めてのオリジナルの入門書。その意義とこれからの可能性、展望を示す。

抱井尚子

●B5　頁152　2016年　定価:本体2,600円+税　[ISBN978-4-260-02832-5]

質的研究 Step by Step

医療人類学のパイオニアが、後進のために質的研究の各Stepを精選！ 指導者と書き
手がともに頂上［論文完成］の眺めにたどり着くためのガイドブック、新装改訂版。

波平恵美子
第2版 

2017年年間購読料

看護学の発展に向け，研究の充実がますます欠かせない時代。看護とは？ 研究とは？ 原点
を常に見つめ，変わらない知を再発見し，変わりゆく知を先取りしながら，すべての研究者に
必要な情報をお届けし，ともに看護学のこれからを考えていく，わが国唯一の研究誌。

「看護研究」誌のご購読を

●2017 年（増刊号を含む年 7 冊）
　1 部定価：本体 1,900 円＋税
　増刊号定価：本体 1,900 円＋税

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

DNP の理念と実際－専門看護師をさらに育てる博士課程教育
若手研究者育成のさらなる進展－海外大学の視察を中心に
質的統合法の現在－グランデッド・セオリーとの比較を中心に考える
看護学の知をどう構築するか　 第 2 特集　若手研究者が描く未来
事例研究をどううみだすか－事例がもたらす知の可能性

増刊号

冊子版

冊子＋電子版

電子版

　　　　12,060円
個人 15,060円
個人 12,060円

学生割引  　9,720円
学生割引  12,720円
学生割引  　9,720円

2017年
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これからの看護研究‒ 基礎と応用 

小笠原知枝・松木光子　編集

第3版

基礎編　
第Ⅰ部　研究に関する基礎知識
 １章 研究の意味／２章　研究デザイン
 ３章 看護研究における倫理
 ４章 実験研究／５章　調査研究
 ６章 事例研究／７章　質的研究
 ８章 疫学研究／９章　介入研究
10 章 研究における統計学の基礎知識と検定

の方法
11 章 測定尺度の開発　
12 章 測定尺度の信頼性と妥当性
第Ⅱ部　研究の進め方
13 章 研究テーマの発見の仕方
14 章 コンピュータによる文献検索
15 章 研究計画の立て方
16 章 倫理審査申請書作成の方法
17 章 パーソナルコンピュータによるデータ分析
18 章 研究における統計的手法：多変量解析
19 章 内容分析による質的研究
20 章 論文構成とまとめ方
21 章 学会発表の仕方／ 22章　図表の作成
23 章 引用文献の書き方
24 章 論文投稿の手続きと投稿後の交渉

応用編
第Ⅰ部　実際の研究例
25 章 調査研究／ 26章　事例研究
27 章 準実験研究／ 28章　介入研究
29 章 仮説検証型研究
30 章 尺度開発研究
第Ⅱ部　これからの看護研究
34 章 看護研究の国際的視点
35 章 統計学を応用した研究
36 章 縦断的研究／ 37章　教育評価研究
38 章 Text Mining Studioによる言語の量的分析
39 章 End Notte の活用
40 章 システマティック・レビュー
41 章 研究助成金の申請
42 章 EBN のための看護研究
付録：用語解説

看護研究に必要な基礎的知識と研
究の進め方，実際の研究例などを
網羅した研究者の必携の書．

●第３版は，全体の構成を大きく変更し，「研究
デザイン」，「疫学研究」，「介入研究」などの
新しい章を設け，内容を大幅に充実させまし
た．また，使いやすい並製の本となりました．

●基礎編は「研究に関する基礎知識」と「研究
の進め方」，応用編は「実際の研究例」と「こ
れからの看護研究」で構成，細かい章立てに
より，必要事項を学びやすくなっています．

2012 年 7月発行
B5 判，480 頁，定価（本体 3,800 円＋税）
 ISBN978-4-86174-035-0

好評発売中







診療科目

　　病棟
　　特徴 〒457-0046 名古屋市南区松池町３-19 ℡052-811-1151

URL http://www.kasadera.or.jp/index.html

・内科・消化器内科・内視鏡内科・呼吸器内科・老年内科・糖尿病内科・代謝内科
・内分泌内科・神経内科・循環器内科・外科・消化器外科・整形外科・皮膚科
・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科
・地域包括ケア病棟２病棟85床、療養病棟１病棟43床、固定チームナーシング
・消化器内視鏡センター、訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所

医療法人 笠寺病院

院長　春日井貴雄　看護部長　前田信子



本書は、看護研究の進め方について、研究の流れに沿って具体的にガイドします。

研究テーマの決定から看護研究の方法、論文作成と発表まで、看護研究を進める際

に必要な知識や考え方が理解できるようになっています。本書を読むことによっ
て、看護研究に楽しくチャレンジすることが可能になります。

テーマの決定から研究デザイン，論文作成・発表まですべてがわかる！

著／上野　栄一 福井大学医学部看護学科教授

　  出口　洋二 福井大学医学部看護学科教授

　   一ノ山隆司
　

国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科准教授

●定価（本体2,300円＋税）●B5判　●2色　●392頁　●ISBN978-4-8392-1460-9

第Ⅰ章　看護研究とは
1　看護研究の意義

2　研究のエビデンスレベル 

第Ⅱ章　看護研究のプロセス 
1　研究テーマの決め方 

2　研究計画立案 

3　看護研究の倫理的配慮 

4　看護研究の進め方 

第Ⅲ章　文献検索とクリティーク
1　文献検索 

2　論文のクリティーク 

第Ⅳ章　看護研究のデザイン　

1　研究デザインとは 

2　量的研究 

3　質的研究

第Ⅴ章　データの分析と尺度開発

第Ⅵ章　論文・抄録の書き方

第Ⅶ章　看護研究発表の実際

1　看護研究発表の準備 

2　効果的なプレゼンテーション 

付録　看護研究に役立つ用語集
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Air 
Ground 

私たちは水処理や医療分野における技術開発を通じて、 

豊かな社会・地球環境に貢献していきます。 

https://www.ejk.co.jp/ 
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